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鳥取大学教育地域科学部紀要 教育・人文科学 第 2巻 第 2号 (2001)
表2-1「中間報告」「報告」の認知。理解度と想定する対象児
(都道府県及び政令市)

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































LD児十α (LDの認定が困難である為)LD児、学力に障害のある全ての子 (テス ト等による採点)LD児
LD児
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の既存の F教育相談のための委員会』等を当てている (当てる方針である)」 はなく,「3)新たに








針である)」 がユ県 (3%;宮城―「要請教育相談」),「3)国のモデル事業として新たに F専門家










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































鳥取大学教育地域科学部紀要 教育 。人文科学 第 2巻 第 2号 (2001)
表6 LD児等への対応に関する自由記述









教育の在 り方は理念 とは反対に,益々 均一化された子どもたちだけに姑応することになりは しないでしょうか?連携を進め
ていく上で,特殊教育サイ ドのかかえ込みにならないように注意すべきだと考えます。











て,個別指導による対応 しかないと思います。町村の場合は,財政的にも県の教員配置・研修に依存 してお り,国県等に
よるLDの位置付けが明確になつてこないと,具体的な対応はとりにくいのが現状です。
・事務担当者 としては,テレビ等のマスコミからの情報や「報告」を通して問題意識はあるのですが, 日頃の多忙 さにか
まけて特別の手当てをしていません。学校まかせで,学校から報告があるのをまっているのが現状です。先生方の問題意
識を高める方策を県教委で充実 していただければ大変助かります。


































































設 口銅 ツ《 :属 性
間11御回答をいただく貴方様の教育委員会










A:LD児等を扱 う部署 (または担当者)は、貴課・係 (貴方)のことですか。
1)そうである。
2)違う。 → (その部署名 :                   )




D:LD児等を扱 う部署が従来の 「特殊教育」を担当する部署 と異なる場合に
は、異なる部署とした理由を簡単にご説明下さい。















「中間報告」の内容について、独 自に検討を行 う等 して、深 く理解 している。









「報告」の内容について、独 自に検討を行 う等 して、深 く理解 している。
間5:注意 して見ると、 「中間報告」では「学習障害児等」 と「等」が付けられていました
が、 「報告」では 「等」が外 されています。一方、調査研究協力者会議の名称は「学習
障害及びこれに類似する学習上の困難を有する児童生徒」となつてお り、LD児のみに
限定 した名称 とはなつていません。また、文部省の作成 した啓発資料『みつめよう一人
一人を』 (添付資料B)では 「学習障害(LD)児等」及び「学習上特別な配慮が必要な子
どもたちJが使用 され、今春から始まつた 「21世紀の特殊教育の在 り方に関する調査研
究」 (添付資料A)では「特別な教育ニーズを有する児童生徒」 とされています。
これ らに関わつて、貴委員会では、LD児等への対応 とい う場合 に、現在 どのような
対象児を想定 していますか。該当する項 目一つにOをし、必要事項を御記入下さい。
1)LD児に限定 している。






部省の施策を下記のように列記 しています。 これ らの施策を、貴委員会ではどのように




























L→ (その教育相談委員会の名称 :                   )
3)新たにLD児のための 「校内委員会」を設けている(設ける方針である)。





2)その他の既存の「教育相談のための委員会」等を当てている(当てる方針である)。L,(その教育相談委員会の名称 :                   )
3)国のモデル事業として新たに「専門家チーム」を設けている(設ける方針である)。L,(その専門家チームの名称 :                    )
4)都道府県 (または政令市)の独 自事業として新たに「専門家チーム」を設けている
(設ける方針である)。L,(その専門家チームの名称 :                    )
5)設けるか否か未検討である。
間8:「報告」では、最後に 「4 学習障害児に対する指導方法」 「5 学習障害児に対す
る指導の形態 と場」を記述 しています。学習障害児の 「個に応 じた指導」の形態 と場に
関して、貴委員会では、下記のような対応を行つて (予定 して)いますか。既に取 り組






















問9:学校基本調査 (平成12年5月1日現在)1こ関連 してお答え下 さい。
A:今年度の貴叛育委員会管轄の公立小・中学校数 (分校を含む )
公立小学校数 (計     校、 うち分校は   校 )

























校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
校    学級
C:今年度の公立小 ,中学校における「通級指導教室J(平成 5年度から制度化 された
「通級による指導」のための教室。75条学級のことではない。)の開設状況
公立小学校 (通級指導教室の開設校数      校、     教室 )
公立中学校 (通級指導教室の開設校数      校、     教室 )
D:今年度の公立小・中学校におけるLD児等への対応のために特に配置 した教職員数
公立小学校 (常勤      人、非常勤      人 )




2)過去に実態把握を行つたことがある。 (実態把握を行つた年度 :平成  年度 )
3)毎年度、実態把握 を行つている。 (何年度からですか :平成  年度から)










御 多忙 の ところ、 ど う▼ゝ御 協 力有 り難 うござぃ支 l´た^
鳥取大学教育地域科学部紀要 教育 。人文科学 第 2巻 第 2号 (2001)   57
[調査用紙 :「市町村」用 の第 3案]
(第1・ 2・4案は 「都道府県及び政令指定都市」用に同 じ)
D:他に、貴委員会 で これまでに取 り組 まれた こと、今後取 り組む予定があれば具体的に
御記入下 さい (例:独自の啓発資料の作成配布、研修会の開催、実践研究の推進、等 )。






2)その他の既存の「教育相談のための委員会J等を当てている(当てる方針である)。L,(その教育相談委員会の名称 :                   )
3)新たにLD児のための 「校内委員会」を設けている(設ける方針である)。





2)その他の既存の「教育相談のための委員会」等を当てている(当てる方針である)。L,(その教育相談委員会の名称 :                   )
3)国のモデル事業として新たに「専門家チーム」を設けている(設ける方針である)。
L→ (その専門家チームの名称 :                    )
4)県の独 自事業 として新たに「専門家チーム」を設けている (設ける方針である)。
L→ (その専門家チームの名称 :                    )
5)市町村の独 自事業として新たに「専門家チ ムー」を設けている(設ける方針である)。L,(その専門家チームの名称 1                    )
6)設けるか否か未検討である。
闘8:「報告」では、最後に「4・ 学習障害児に対する指導方法」 「5.学習障害児に対す
る指導の形態 と場」を記述 しています。学習障害児の「個に応 じた指導」の形態 と場に
関して、貴委員会では、下記のような対応を行つて (予定して)いますか。既に取 り組
んでいる全ての項 目に◎を、今後取 り組む予定である全ての項 目にOをつけて下さい。
1
2
3
4
5
6
7
8
9
学級担任 (教科担任)が配慮 して指導できるように研修の実施
各学校における学校全体の支援体制の構築
ティームティーチングの活用
個別指導のための非常勤講師の活用
「通級指導教室」 (通級による指導)の活用
75条学級 (障害児学級)の活用
盲・聾・養護学校の活用
教育センターなどからの専門家による巡回指導
その他 (
*◎・○印をつけた取 り組みに関 して、補足があればお書き下さい。

